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問題点と議論
バブルの定義は?

1. 時代によって変化する。18世紀型と19世紀型との違い。

2. 投機とバブルの違い
金融をどのように考えるか?

問題点と議論
著者のチャンセラーによれば、｢経済危機が投機に関連しているとされたのは、これがはじめてである」として、１６９０年代のイングランドとスコットランドの経済危機を説明している。この危機の原因は、株式仲買人の活動にあると考えられている。

問題点
キンドルバーガーの金融投機モデル

転位－－正のフィードバック－－陶酔－－信用逼迫－－危機
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問題点
この時代のジョン･ローモデルの影響をどのように評価するか？

問題点
アダム・スミスのバブル評価
国富論第五編第一章第三節第一項

経営の怠慢
株価操作の不正行為と放埓ぶり
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問題点
Ｐ．１８１政府と投機
「リバプール首相が認めたように、新しい時代の産業国では投機は避けがたい。投機を制限しようとすれば、見えざる手を制約することになる。」

問題点
Ｐ．２３３アシュバートン卿「金融･経済危機の研究」

「・・・つまり、実体を無駄にしていると、信用をなくし、信用される点、つまり信じてもらえる点が、当面なくなってしまうのです」カーライルの手紙


問題点
インターネット・バブルの行方

興味
ウォール街の「ウォール(壁)」の由来P.246

この本では、このような興味をひくエピソードが随所にあり、ユーモアを感じる。

著者はむしろこの辺を狙っているのかもしれない。


問題点
19世紀の半ばに「コール・ローン」が発生した。

アムステルダムでは、17世紀から使われていたが、本格的に使われるようになったのは、ニューヨーク市場である。証券を担保にして、証券会社が銀行から融資を受ける仕組み。
これによって、資金力の乏しい投資家でも実力以上に大口の取引が出来、出来高が膨らむようになった。

マージン・ローンの問題点

問題点
P.280
「金メッキ時代」の名前の由来
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問題点
「新時代」論の根拠は、どこにあったのか?また、それはどこで間違ったのか?


問題点
F.L.アレン『オンリー・イエスタディ』1957の記述を参照のこと。


問題点
群衆心理説の検討



P351

P356

P370

P379

P383

pP387

P394

P405

LBO
P424

1990 20
5000
Mutual Fund

1950

1972/5 CME
75 J
1981

1929/10
87/10

LBO

76

1929/8 33/2

1920

D.B.

CBT
82

173

90


問題点
大恐慌の原因

フリードマンやロスバードの政府政策原因説の検討


問題点
「投機擁護」論の検討

1、フリードマン:経済の先行きを予想し、それを現在の価格に反映させ、供給不足を防いで、希少な資源の分配を効率化する役割を果たす。

2、効率的市場仮説:株価には総ての情報が反映されているので、新たな情報についてランダムに動く。したがって、投資家はみずからの富の最適化を求め、株価に対して合理的に行動すれば良い。
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問題点
日本の「バブル」の検討
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